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＜研究の概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援学級の増加が近年著しい。特に、自閉症・情緒障がい学級の増加には目をみ

はる。 

文部科学省から平成25年に「障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援

について（通知）」が出され、初めて特別支援学級の対象者に自閉症が明記され、自閉

症・情緒障害特別支援学級としての位置づけがはっきりした。このことが、自閉症・情

緒障がい特別支援学級の増加の背景として考えられる。児童生徒数は減少しているにも

かかわらず、特別支援学級は増えていることは、全国的な傾向である。 

また、学級数の増加に合わせて、特別支援教育を担当する教員も同じ勢いで増えてお

り、盛岡市も例外ではない。さらに、特別支援学級を担任する教員の年齢は、50歳代が

多くなっており、50歳代になって初めて特別支援学級を担任する教員の割合が小中とも

５割以上という現実がある。そんな中、特別支援学級担任の専門性の向上をねらいとし

た研修会も毎年行われているが、担当して４年目には支援学級の担任を離れる教員が多

いこともデータに表れている。 

このような状況の中で、初めて特別支援教育の担当になった教員への支援を考えたと

き、今回は、教員の声を聞きながら支援の内容を共有して進めていくことにした。現在

必要な支援について、直接話しを聞きその時々の課題に直接アプローチすることで、よ

り現実的な支援ができるのではないかと考えたためである。 

５回程度の面談の中で話題は多岐に広がったが、その中で、校内連携、校内特別支援

教育委員会や関係機関との連携、個別の教育支援計画等、どれをとっても校内の教職員

の協力が無ければ、前に進まないことばかりである。終わってみれば、支援というより

は、継続した巡回相談のようなかたちになっていたような気がする。 

新任特別支援担当者に校内で時間をとって特別支援教育に関する研修ができればそれ

にこしたことはないが、日々の業務の中ではそれも難しいだろう。 

本研究では、担任の疑問に答えながら、その時々の課題に対応する形で支援を行って

きたが、今回の支援実践が、新任特別支援担当者のモチベーションを高め、子どもたち

と元気にかかわることができる研修内容の一つとして考えるきっかけになれば幸いであ

る。 
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 Ⅰ 研究主題  特別支援教育に関する研究 ～特別支援教育新任担当者への指導・支援を通して～ 

 Ⅱ 主題設定の理由 

１．特別支援学級在籍児童の増加 
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【平成 18年度】  

 学校数  46校   

  特別支援学級設置校 16校（34.8%) 

             33学級 

 知的障がい特別支援学級 15校(32.1%） 21学級 

  自閉症・情緒障がい特別支援学級 

                 ６校(13.0%) ８学級   

【令和４年度】   

 学校数   41校   

  特別支援学級設置校 40校（97.6%) 

             113学級 

 知的障がい特別支援学級 40校(97.6%） 53学級                     

  自閉症・情緒障がい特別支援学級 

              38校(92.7%) 49学級 

特別支援学級在籍児童数の推移 

 知的障がい特別支援学級は平成 26年度より増え始め令和３年度には 200人を越えた。 

 自閉症・情緒障がい学級は平成 25年度より 10人単位で増え始め、令和２年度には 200人を越えた。 

【平成 18年度】  

 学校数  24校   

 特別支援学級設置校９校（37.5%) 

             15学級 

 知的障がい特別支援学級 ９校(37.5%）12学級 

  自閉症・情緒障がい特別支援学級 

             １校(4.2%) １学級   

【令和４年度】      

 学校数  21校   

 特別支援学級設置校 20校（95.2%) 

             58学級 

 知的障がい特別支援学級 18校(85.7%）25学級 

 自閉症・情緒障がい特別支援学級 

             17校(81.0%) 26学級            

児童生徒数の推移と特別支援学級在籍児童数 

 平成 18 年度玉山村と合併して以降児童生徒数は令和４年度には小学校 2,431 人の減、中学校 1,423 人の減

となっている。 

 しかし、児童生徒数は減少しているが、特別支援学級在籍児童生徒は、小学校で 341名、中学校では 190名

の増加となっており、特別支援学級担当者の専門性向上が課題となってきていた。 
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 【文部科学省の通知】を受けて 

障害のある児童生徒等に対する早期からの一貫した支援について（通知） 

平成 25年 10月 4日 文科初第 756号 

（1）特別支援学級 

   キ 自閉症・情緒障害者  → 平成 14年度の障がいのある児童生徒の就学について（通知）では 

                  情緒障害のみだった。 

    一 自閉症又はそれに類するもので，他人との意思疎通及び対人関係の形成が困難である程度のもの 

    二 主として心理的な要因による選択性かん黙等があるもので，社会生活への適応が困難である程

度のもの 

    

○ 特別支援学級の対象者に自閉症が明記されたことも自閉症・情緒障がい学級の増設につながったも

のと考えられる。 
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２．令和４年度 盛岡市内特別支援学級担任の状況について 

  (1) 経験年数別割合 

    ・経験年数０～２年目 までの教諭の割合 小学校 42.6％ 

                        中学校 42.7％ 

    ・小学校では経験４年、５年、10年以上の割合がそれぞれ 9.6％  

     中学校では経験 10年以上が 14.8％ 15年以上が 13.0％ 

  (2) 経験０～２年目までの年齢構成 

    小学校     

      経験０年  20代 13.3％  40代 26.7％  50代 53.3％ 

      １年目   40代  8.3％  50代 83.3％ 

      ２年目   40代 38.5％  50代 46.2％    

    中学校     

      経験０年  40代 22.2%   50代 55.6％  60代 22.2％  

      １年目   20代 14.3％  50代 57.1％  60代 28.6％            

      ２年目   30代 14.3％  40代 28.6％  50代 57.1％   
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(3) 令和４年度 盛岡市内特別支援学級担任の実情について 

       

 特別支援学級を担任する経験０～２年目までの教員の割合が小中学校とも全体の 43％程をしめており、さ

らに、その年齢構成は小学校では 40歳代～50歳代で８割、中学校では 50歳代～60歳代が８割をしめている。 

初めて特別支援学級担任や特別支援教育コーディネーターを担当する教員はそれまでの経験を生かし、研修

を受けながら特別支援教育の専門性を身に付け実践に生かしていくことになる。 

 しかし、初めて特別支援学級を担当するにあたり、児童生徒へのかかわり方や校内での動き等見通しをもっ

た取組が難しくなることは十分に考えられる。 

 障がいのある児童生徒への指導及び通常学級担任との連携の取り方、特別支援にかかわる校内体制への対

応等の取組への不安も山積している。 

 

 岩手県特別支援学級・通級指導教室設置学校長協議会の資料より 

 

 

上のグラフは、令和４年度に特別支援学級を担当する教員の専門性向上への取組として実施した岩手県

内の教員研修の状況である。 

   限られた時間の中で実施されている研修であるが、実践しながら体得していくものもあり、すぐに研修

の成果をいかした指導を行うことは難しいと考えられる。 

   特別支援学級で学ぶ児童生徒が増え、特別支援学級の増加に合わせて担当する教員も増えている。担当

する教員の年齢も高くなってきており、研修の充実も課題となってくる。 

    

(4) 特別支援学級担任の専門性として必要な知識  

令和３年度特別支援学級経営の手引（岩手県教育委員会）抜粋 

    ・児童理解 障がいの理解   

    ・学級経営  

・環境整備 始業式、入学式  

                                             

                                                
   村内や  内の特別支援教育研修会や学校  等に  している。
 県 教育  ターな の研修 関や特別支援教育研  体の研修会に  している
 特別支援教育   コーディネーターや特別支援学校教員の  支援を要 している
 学校経営の  に特別支援教育の充実を設 し、担当者の意 の向上を っている
 校 分 において、担当者の専門性を  できる を設 している
 校内体制において、担当者の  ー 体制を構 している
 校内で   による専門性向上を る 会を設 している
 その他
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    ・関係書類 学級経営案 時間割 特別支援学級担任の１年間の流れ 

   ・個別の教育支援計画 個別の指導計画 校内・保護者との連携 

    ・適切な指導と必要な支援 特別の教育課程 

        ○校内特別支援教育の推進 

    ・特別支援教育コーディネーター 

    ・特別支援教育校内委員会 関係 関との連携 

    ○特別支援教育に関する情報 

    知識として身に付けるためには、実践しながら時間をかけて体得するものも多い。 

 

Ⅲ 支援実践のねらい 

   特別支援教育の経験の少ない担任との面談を通して、担当する教員の思いを聞きながら、必要と考えら

れる支援内容を探る。 

そして支援実践を行う中で、担任の先生がモチベーショ を高めながら子 もたちの指導と、校内の特

別支援教育の推進にかかわっていけるようになることを目指したい。 

実践内容として、継続した巡回支援、相談としての位置付けに近いものになるが、教員の声を聞きなが

ら、改善等の方策を一緒に考えたり、校内支援体制や連携(保護者、関係 関）等について共有したり、

指導への意識を高めながら児童の指導にあたるための一助になればと考える。 

 

Ⅳ 支援の内容 

 １．特別支援学級担任への支援 

【面談を通しての聞き取り】 

     ・｢令和３年度 特別支援学級の手引」(岩手県総合教育  ター刊)を元に学級の状況を把握する。 

     ・個別の教育支援計画及び個別の指導計画の内容確認（引継ぎシー の活用） 

     ・授業参観 

     ・児童の実態把握や保護者との連携  

    ・校内支援体制 特別支援学級担任への支援 

２．特別支援教育コーディネーター 

    特別支援教育コーディネーターを兼ねている 合 

 ・特別支援教育コーディネーターの役割の確認  ・校内体制の改善 について 

    ・PDCAにそって 改善できることに取り組み、課題への対応 

  ・校内の特別支援体制  ・特別支援教育校内委員会  ・校内教育支援委員会 

    ・個別の教育支援計画  ・個別の指導計画  ・関係 関との連携 

３．その他 

面談では、担任の先生が元気に子 もの指導にあたられるようなかかわりを大事にしながら進める。 

  児童の実態把握や指導の方法について話し合い、校内の特別支援体制の中で教職員が児童のニーズ

を共有して指導を行うための必要な手だてについて、考えるきっかけをつかんでもらえればよいと考

える。 

  また、岩手県 総合教育  ターで作成した資料を適宜取り上げたり紹介したりしながら、面談を

進めていくための参考にした。 
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 Ⅴ 支援の実際 

 １ 面談対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 内の２つの小学校を対象に３名の先生と面談を行った。 

 

 ２ 面 談 

 （1）1回目の面談 

 

 

 

・  ての特別支援学級担任
・特別支援学級の担任経験 数年ある  特別支援教育コーディ
ネーター   ての教 

・面談      題を 定    生      ている と
を自由に して ら  回を ねな ら  別の教育支援  
等を とに 児童   者の   校内の特別支援教育   
特別支援教育コーディネーターとしての   関  関との 
 等についてを 題にした 

         

年齢       数の特別支援学級を設 している小学校教 

              

・１学期        かな て    た 
・       かない   特別支援学級担任の指導 
・担任２ と   てで   
・４  ター にあた    者 談 で校  生に  て ら 
たの  か た 

・ つの教    ているので支援学級児童に目  かない 
・校   校     の支援にかか  て  るのであ  たい 
・特別支援教育コーディネーターに な た    との  と 
  校  校  対 している 
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 ア 面談の   

・担任の先生自身の指導への不安と校内の  ー 体制への不満が見え隠れする。 

   ・校長先生が、年度初めの保護者懇談会に参加していただいた事で安心感を感じている。 

・校内の教室配置が悪い。 

・特別支援教育コーディネーターとしての動きや校内教育支援委員会の流れがわからない。 

・ んな動きをすればよいのかが見えないので、逆に困った感じはない様子である。 

   ・校内研の年間計画、中学校への進路(教育支援)、校内連携(教 主任との関係)と、話題が多岐にわた

っている。 

   ・特別支援教育全般への不安がある。  

・１年間の流れがイメージできず、悩みの内容がいろいろな時期にまたがっており、整理できずにいる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

・校内教育支援   の対象児童を市教育支援   に    

する とへの   ある 

・特に  ている と な   に  ているのか  からない 

・  に校内研での  を  た      た 

・ 年生の中学校への     なるのか からない 

・教 主任との  の    

・校     で 校  生に   て らいあ  たか た 

・校内の特別支援教育への理 を らに  て しい 
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【面談で活用した資料】     特別支援教育の理論と実践 Ⅱ指導 (金剛出版) P159 
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特別支援学級経営の手引き（岩手県 総合教育  ター） 

  

イ 1回目の面談を終えて 

特別支援学級担任との面談で話題になったことをまとめ、校長に伝えた内容である。 

担任の思いと校長が感じている思いとは温度差があり、校内の特別支援教育について日々思案してきた校長

にとっては、あまり良い気持ちにはならない内容も含まれていた。 

寛大に受け止めていただき、その後の担任への支援の内容について確認した。 

  

 

 

 

               

・校内支援  の  しの必要性

・児童の状況とその対 について情   の必要性

・ 別の教育支援  に  た児童の  な実   の必要性

・校内の特別支援  の   な対 の  の必要性
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（2）２回目の面談 

 
 

 ア 面談の   

  ２回目には、日々の教育活動や校内での担任連携についての話題がでてきている。 

 ・特別支援学級担任が社会科見学に対応するときの校内体制 

  ・校内での  ー 体制への不満 

  ・特別支援教育コーディネーターとしての役割 

    実際にはコーディネーターの  で関わっているのだが、自覚がもてない。 

    児童の相談等に積極的に入っていけない。 

 

 イ ２回目の面談を終えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 特別支援教育コーディネーターについて 

担当者が特別支援教育コーディネーターの  としての動きを客観的にとらえきれていないことが

感じられた。特別支援教育コーディネーターとしての動きを自らつくってほしいという校長先生の思い

・校内の教 との     学  学年  への 加等） 

・校   の  に   合いを  てで る 

・教 主任との イ を  して  を  たい ・・

・特別支援教育コーディネーターとして  し通級の児童への対  
・    し て  である         者との面談 特別支援への対  

市特別支援教育研究   への対 ）

・特別支援教育コーディネーターにな ている  コーディネーターとしての

     ない 

・通 学級に在籍している  障 い児童への対  ない  ー     か

 ない 

・  に対する   のね らいの  あ  いい 

・特別支援教育コーディネーターとして   にかか  ていいか   

・教 主任の  を ら る  にな て た 
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とは相反する。 

特別支援教育コーディネーターの役割、校内教育支援委員会の１年間の流れ、運営等についての正し

い理解が必要であることを感じた。 

 

② 校内の特別支援体制 

年度途中で、校内体制を替えていくことは難しいだろう。 

年度始めに特別支援学級の経営について全員で共有し進めていくことが大事になるが、新任の特別支

援学級担任としては、前年度の引継をもとに暗中模索で進まなければならないので、大変さは多分に感

じる。 

 

③ その他 

校長からは、担任の先生の思いとしてはこの通りなのだろうが、特別支援学級担任として、さらには

特別支援教育コーディネーターとして、見通しをもって取り組んでほしいという切実な思いを感じた。 

担任が多忙感を感じるのは、先が見えないことの表れなのか。集金業 や 特別支援教育研 会への

対応への感じ方について、改めて話題にしたいと思った。 

 

 （3）３回目の面談 （在学児の望ましい就学について（通知）を受けて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 在学児の望ましい就学について 

盛岡 教育委員会からの通知の中でも、教育支援に直接かかわる重要な文書となるので、取扱いには

細心の注意を払う必要がある。 

    担当者が最初に目を通して内容を確認することが大切である。 
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 ○校内教育支援   の年   の元にな ている の 

                         

 

 

 

 

 盛岡 教育支援の手引（盛岡 教育研 所）より 
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○特別支援学級への 級 続 (   な  ) 

盛岡 教育支援の手引（盛岡 教育研 所）より 抜粋 

 

 

 

14



 イ 担任に えた と 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(ｱ) 在学児の望ましい就学について（通知）を受けてからの動きを確認 

校内教育支援委員会の１年間の流れを確認し、現在は 11月上旬「望ましい就学について」の確認

と児童生徒及び保護者への対応の検討の時期であることを、盛岡 教育支援の手引きＰ13の事 処

理日程を見ながら確認する。 

(ｲ) 校内教育支援委員会の持ち方と内容の確認 

担当した経験がないので、持ち方や内容についての不安を感じているようだった。 

そこで、具体的なイメージが持てるよう先生方の疑 に思っていることについて時間をかけて答

えていくことに努めた。 

全体の流れが分からないということは、見通しをもって進めることが難しくなる、ということを

改めて感じた。 

(ｳ) 保護者面談について 

通常学級を希望する保護者への対応について心配していた。丁寧に話し合いを重ねながら、それ

でも通常学級へということであれば、それを無理にとめることはできないこと、学校としてその子

にできる支援体制をとりながら指導を行っていくことが大事であることを伝える。 

保護者面談では、誰が対応し のような内容を伝えるか、面談時の配慮事項等について校内教育

支援委員会で共有しておくことも確認する。 
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(ｴ) 検査結果について 

 心理検査の結果等については、数値の意味やその後の児童への対応について、資料を準備し説明

を行う。保護者への説明や児童の指導に生かしていくことが大切であるが、内容を理解して進める

ことはすぐには難しいので、 内の特別支援学級の担任の先生方に相談しながら進めることも一つ

の方法として提案した。 

 

（4）病院との支援  について 

  ア 面談の   

 

  児童の教育支援について、保護者と相談を重ねているケースだったが、病院から突然依頼がきたという思

いが全面にでていて、本当に驚いたという様子が印象的だった。 

この後、これまでの児童の様子、保護者と病院とのつながり、保護者と のようなことを話題にしたり相

談されたりしてきたのかを時系列で聞いてみた。すると、11 月に病院との支援会議の予 があるというこ

とを担任が話し出した。 
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イ 担任に えた と 

① 病院からの依頼(ＦＡＸ、文書)を個人として処理しないこと。 

担当者一人で抱え込み処理しようとすると、不安が先 つ。病院から小学校への正式な依頼というこ

とで、学校として受付をして対応すること。 

② 依頼の内容を関係職員で共有して対応すること。 

ケース会議等を くな して、依頼内容とこれまでの経過を確認し、今後の対応について共有してお

く。（関係 関との連携ということで、経過について記録をとることが重要となる）特に、校長が内容

を知らなかったということがないようにすること。 

③ 学校主催の支援会議 

関係 関と学校が主催する支援会議を行う 合は、校長か副校長が同席すること。学校の対応や会議

に臨む姿勢を常に見られていること。 

  

ウ 医療 関との   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）４回目の面談 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 引継 シー と 別の教育支援  について 

令和元年度に岩手県教育委員会から引継シー 作成・活用ガイドブックが 刊された。 

その中で「引継ぎシー 」を「個別の教育支援計画」のフェイスシー とし、「引継ぎシー 」と「個

              

                                     
                       
             

        

医療 関等との          

                                    
                    
                                    
               
                                    
         

  別の教育支援   の          

・引継 シー  成・   イ      教育         
・引継 シー       ～  
・引継 シー   別の教育支援  の  イ シー    
・引継 シー の  と学校で 成している 別の教育支援  の 目を  
し   ない情 を い 児童の実   を    な のにする 
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別の指導計画」等の必要なシー をファイ  グすることにより、このファイ  グされたものを「個

別の教育支援計画」として考えることができる（Ｐ13）という文言がある。 

今後、引継ぎシー を活用した個別の教育支援計画が浸透してくものと考えられるが、今回、新任の

特別支援担当の先生方には、学校で作成し前年度から引継いでいる個別の教育支援計画の項目と引継ぎ

シー の項目を比較し、情報が足りない項目を確認し、それを校内教育支援関係の資料で確認したり保

護者から聞いたりして児童のより正確な実態把握をすることに活用してもらった。 

中学校への引き継ぎや、保護者の同意を得て作成し、記名捺印をしてもらう等の作業があり、これが

担任には大きなプレッシャーになっており、校長もその対応に戸惑っていた。 

他校や他 関に情報提供するときに、保護者の同意を得たことの確認として記名捺印をしていただく

ということを確認して、学校に伝えたが、新しい様式、経験したことのない書類の扱い等は、教員にと

って大きなス レスになることを実感した。 

５年生以下の学年については、新年度から引継ぎシー の様式にそって作成することになるが、学校

での取扱いや不明な は 教育委員会学校教育課に い合わせるな して、新しい様式への移行を進め

ていくことが大切であると考える。 

 

イ 引継 シー の 成・   イ    （岩  教育   ）    抜粋 
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（6）校内の特別支援   

 

 

ア 校内の特別支援   

面談の中で、校内教育支援委員会と特別支援教育校内委員会の協議内容が混乱しているのではと思わ

れる 面があったので、用語の整理と会議をもつ際の内容について  がずれないようにすることを確

認する。 

 

イ 特別支援教育コーディネーターとしての   

２回目の面談時、特別支援教育コーディネーターとしての役割はないと話していたが、その時に話題

にしていた１年生保護者との相談は、コーディネーターの  で対応していたものではないか確認した

ところ、そうですねということだった。養護教諭から児童の様子については情報が入るということだっ

たので、それらの情報を整理し、まとめておくことはコーディネーターの仕事でもあるということを伝

えた。 

 

ウ 特別支援教育コーディネーターへの支援 

面談の中で、特別支援教育コーディネーターの役割と校内支援体制について話題にした。しかし、コ

ーディネーターの役割は多岐に渡り、特にも校内外の連絡調整は経験したことのない先生にとっては難

しさを感じるであろう。 

 

エ 校内の特別支援   立のた の 引（岩  立総合教育センター編）   

校内の特別支援体制の イ  が項目的にまとめてあり、特別支援教育コーディネーターとして校内

支援体制の中での関わりについてまとめているので、新任の特別支援教育コーディネーターへの校内支

援を考える資料として活用できると考える。 

                                        

 

 

 

 

 

                      
                                  
             

                           
                            

                                  
                   

                                  
                               

校内の特別支援             
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【特別支援教育コーディネーターの役割と役割の 担化】  

（校内支援体制確 のための手引 Ｐ８～９ 一部改編） 

特別支援教育コーディネーターに     に次の  な役割 想定  ています。 

① 学校内の役割 

○校内支援委員会で検討する情報の収集と準備を行う 

○担任への支援を行う 

○特別支援教育に関する校内研修会の運営を行う 

②    関との 絡調整等に関する役割 

○関係 関の情報収集を行う 

○専門 関等への相談を依頼する際の連絡調整と情報収集を行う 

○関係 関の情報収集を行う 

○専門 関等への相談を依頼する際の連絡調整と情報収集を行う 

○（  村の専門家チームとの連携） 

○盲・聾・養護学校の特別支援教育コーディネーターとの連携を る 

③   者の相談窓口としての役割 

○相談室環境の整備を る 

○保護者との連携を深め、支援を行う（気持ちの受け止めと、共に考える姿勢） 

                                   

校内支援   立のた の 引   立総合教育センター  ）

・校内支援委員会設置の目的
組 としての対応
外部の専門的な人 の活用 学校としての対応）

・支援委員会の構成
・支援委員会の活動内容

支援が必要な児童生徒の  
支援チームや対象児童の実態の把握と援助  支援委員会として具体的な援助の検討）
校内研修の推進
教育相談体制の構  継続的な教育相談）

・教育相談体制の構  継続的な教育相談）
・外部 関との連携

・支援委員会内での役割分担
・支援委員会の進め方
・支援委員会での取組の共通理解

全職員で共通理解 同一 調で対応
・支援チーム設置とその活動編成と運用の 意 
・特別支援教育コーディネーターの役割と役割の分担 

学校内
外部 関との連絡調整
保護者の相談  として

・資料 校内体制計画シー 
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一方で、こうした内容の仕事を一人で行うことには難しいことが予想される。そこで、特別支援教育

コーディネーターの役割を校内支援委員会内のメ バー内で、担当する日常的な業 と関連が深い内容

について、分担して取り組む方法で対応していくことを目指す。（研修－研 主任、外部 関との連携

－副校長、教育相談－養護教諭な ） 

この 合でも、特別支援教育コーディネーターの役割として、校内における連絡調整は必ず行うこと

とし、対象児童生徒の状況等を把握し、支援委員会で報告等をとおして、全体への情報の共有を促す。 

④   絡・調整 にかか る特別支援教育コーディネーターの取組 

○「連絡調整」にかかわる取組では、次のような活動がある。 

・各支援チームの取組状況を 期的に確認する。 

・確認した取組状況を記録する（支援委員会の際の資料とする）。 

・緊急に対応が必要と  された 合、臨時の支援委員会を 催する。 

・より良い対応のノウハウを共有 する。 

・校内支援委員会での取組や対象児童の様子等について全職員との共通理解を る。 

・日常的に特別支援教育にかかわる資料を全職員に提供する。 

 

（7） 題にな た と 

 

 

 

 

 

 

 

  ア 特別支援学級児童の 登校への対  

    生徒指導委員会で対応しているか聞いたところ、対応はしてはいないということだったので、生徒指

導主事と相談し、すぐに組 的な動きをつくることを進めた。特別支援学級の児童への不登校対応も喫

緊の課題であることを伝えた。 

 

  イ 市特別支援教育研究   への対  

    一年間の見通しが持てない中で、合同作品展、合同学習 表会への対応がとても負担になっているこ

とを訴えていた。教員間の交流や各種行事が 内の特別支援学級の子 もたちの成長に大きな役割を果

たしてきていることと、情報交換が児童の指導や学級経営に役 ってきたことを伝えた。 

コロナ渦で活動が制限されてきたが、新任特別支援担当の先生方に、 特別支援教育研 会の内容を

しっかりと引き継いでいくことは大事なことだと考える。 

 

  ウ  意・  意 

    学級の会計処理やパソコ 入力等の苦手さが話題になった。誰にでも得意・不得意はあるが、学級会

計、特にもお金のことについてはしっかりと処理し、締切を守って会計報告をすることが大切であるこ

とを伝える。 

    それでも、難しさを感じるときは、校長先生に相談することを薦めた。 
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（8）新任特別支援担当者として 

 

 

 

 

 

 

     

 

ア 新任特別支援担当者として１年を振 返 て 生 の声 

・子 もたちが言うことをきいてくれるようになった。  

    ・思いを伝えるよりは聞くことを重 してきた。 

・子 もが落ち着いてきた。 

・副校長先生の支援で、子 もも変わってきた。 

・特別支援教育コーディネーターとして 初めは迷惑をかけていたが、大変さを先生方に理解しても

らい、声がけを多くしてもらえるようになった。 

・フェイスシー の提出を担任の先生にお願いするとき、自分自身の知識が明るくなり自信がついた。 

・私が ードしていかなければと思うようになった。 

    ・令和５年度に向けて特別支援学級が一つ増えるので、人手があればいい。 

    ・校長に来年度の経営方針に特別支援の位置づけを大きく取り上げていただいたので感謝したい。 

    ・校内教育支援委員会の 催にあたり、特別支援教育コーディネーターとしての動きがわかるように

なってきた。 

      

   イ 面談 の感想 

     初回の頃のようなネガティブな感想はあまり聞かれず、先生方は明るく前向きに話しをしてくれ

た。児童の指導、個別の教育支援計画・個別の指導計画、引継ぎシー を通した児童の実態把握、校

内連携、交流学習と様々な形で特別支援教育にかかわってきていることを改めて感じた。 

さらに、教育支援委員会、保護者との面談、関係 関との支援会議等では 校外の方々との連絡調

整と校内で共有しての動きが出てくる。他 関との会議の準備と運営、その後の校内での会議と続く。

経験したことのない先生方にとっては、本当に大変な業 であることが改めて感じられる。 

面談初期の頃、校内での支援が今以上にほしいこと、その中で、校長や副校長が児童に関わってく

れる事への安心感と感謝のことばを何度も話されていた。 

支援学級の児童とのかかわりは日々実態把握と実践の毎日である。限られた時間の中で、組 的な

動きができるようにするための新任担当者への支援の一助となれば幸いである。 

 

 

 

 

 

 

 

      

           
       
       
       

新任特別支援担当者として
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（9）校  生との面談 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア １年を振 返 て 

・１学期の教育支援（就学指導）はスムーズに進まなかったのはその通り。 

・２学期になり、10月～11月にかけて、特別支援教育コーディネーターとしての動きができるようにな

り、就学指導を進めることができた。 

・年間の流れについては、これから覚えてもらえればさらに進むと思う。 

・校内の教職員間の意思疎通が大切になっていくと思う。お互いに間違えたことは話していない。 

・特別支援教育担当者が丁寧な説明ができることで、理解がより広まると考える。 

・自分の  で のように動いていったらよいかが分かって、動いてもらえるのは心強い。       

・ケース会議の 催、メ バー、内容、段取り等特別支援教育コーディネーターの仕事が分かってきて、

１学期と比べると動きが全然違う 

  ・子 もとの関係を大事にしながらさらにがんばってほしい。 

・来年度、特別支援学級が増えるので様々考えをめぐらしている。 

・来年度の学校経営方針について、特別支援教育の位置づけを大きくしたいと考えた。職員会議前に、特

別支援学級の担任が、来年度の方針について聞きにきたので、担任のやる気を感じた。 

 

イ 面談 の感想 

  ・新任特別支援教育担当者ということで、とても気を われている様子が伺える。 

・その時々の校内での特別支援対応が見えているだけに、組 としての動きをいかにしてつくっていった

らよいかを常に考えている様子が伺える。 

・担任の疑 や校内教育支援委員会の進め方等について、今回の支援等を通して、少しずつ特別支援教育

体制の動きが出てきたということで、よかったと思う。 

・特別支援教育に限らず、教職員間の意思疎通を り、内容を共有しながら教育活動を進めていくことは

大切なことである。 

・50 歳代半ばの先生方が、特別支援教育に前向きに取り組んでいくこと。モチベーショ を高めながら

指導にあたっていくこと。そのための効果的な取組には んなものが考えられるのか。また、その一助

として今回の支援が うだったのか。今後、分析する必要がある。 

       

Ⅵ まと  

 新任特別支援教育担当者への支援ということで、２学期から二つの小学校を対象に３名の先生方と面談を

重ね支援を続けてきた。 

50 歳代半ばで、初めて特別支援教育を担当する先生方が感じていることをざっくばらんに聞くことから

始めた。子 もの対応、校内支援への不安、校内連携、特別支援教育への理解、特別支教育コーディネータ

      

              
                  
        
       

新任特別支援担当者への支援について
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ーの役割、仕事への多忙感等、話題が多岐に渡った。 

  全てが初めてのことで、見通しがもてず、不安な声も聞かれることがあったが、担任に寄り添いながら話

しを聞くことに努めた。 

  ３回目の面談からは、校内教育支援委員会の動き、校内の特別支援体制、関係 関との連携、引継ぎシー

 （個別の教育支援計画）等、話題を絞って のように対応すればよいかを一緒に考えたり、助言をしたり

してきた。 

  初めは、具体的な指導の方法や授業方法等が話題になるかと思っていたが、実際は、特別支援学級に関わ

る校内の連携（交流学習含む）や特別支援教育委員会、通常学級に在籍している児童への支援等、校内で共

有しながら進めていくことへの対応が多くなっていった。 

面談の回数は５回ほ だったが、校内教育支援委員会の様子と関係 関との連携については、  時に助

言を行い、積極的に実践していただいた。 

校長との面談でも、１学期に比べ２学期の特別支援にかかわる諸々の動きがよくなってきたことを伺うこ

とができ、担当教員が前向きに努力する様子を見ることができた。 

        

  令和５年度も特別支援学級の新設が予 されている。担当する教員の傾向は大きく変わることはないと

考える。新任の特別支援教育担当者の育成が課題となっている現在、今回の実践支援の内容が、校内の特別

支援体制を構 するための一助となれば幸いである。 

 

（1）成果 

（新任特別支援教育担当者の声より） 

   ・特別支援教育コーディネーターの役割を理解し、動けるようになったこと。 

   ・特別支援教育についての知識が身につき、自信がついたこと。 

   ・特別支援教育担当者の大変さを校内の先生方に理解してもらい、協力を得られたこと。 

   ・校長が、来年度の学校経営方針に特別支援教育の位置づけを大きく取り上げてもらったこと。 

  

（今回の支援について） 

・担任の疑 や各種対応等について助言し実践してもらうことで、少しずつ特別支援教育支援の動きが

出てきた。 

   ・新任特別支援担当者への支援の  として、校内体制や関係 関の連携に プローチできたことで、

担任が自信を持ってくれたこと。 

 

（2）課題 

・特別支援学級を初めて担当する教員の意向を踏まえた研修のあり方。 

・モチベーショ を高めながら、特別支援教育に携わっていただくための支援のあり方。 

・20歳代から 30歳代の教員の特別支援学級担任への配置。 

・新任特別支援教育担当者の校内支援のあり方。 

・子 もに寄り添う姿勢や保護者との関係を大切にした特別支援学級経営の充実。 

・特別支援教育担当者の校内連携の推進。 

・校内の特別支援体制の充実。 
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